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お買い上げいただき、ありがとうございます。 

ごな用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。お読みになったあとは、 
「保証書」とともに大切に保管してくださし、。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不審な箇所 
などがありましたら、お早めにお買い上げ店、または最寄りの日本マランツ（な）各営業巧にお問い合せ 
くださし、。 
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.安全上のごを意 


ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 

C _ ) 絵表示について_； 

この「巧全上のごを意」は、製品を巧全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みくだ 
さい。 


この表示をお視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う 
= C 可能性が想定される内容を示しています。 


A \ ま意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想ま 
される内容および物的損害のみの発生が想まされる内容を示しています。 


€ 


G 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が巧かれてい 
ます。 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから 
抜け）が描かれています。 


A A 記号はま意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(ち図の場合は指をはさまれないようにま鼠が描 
- かれています。 



A 


警告 



電源プラグをコン 
セントからはけ 


♦万一、煙が化ている、変なじおいや音がずるなどの異常状態のまま使巧ずると、乂烫- 
感電の原因となりまず。すぐに磯器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか6抜いてください。煙が化なくなるのを磕認して販売店に修理をご依頼ください。 

♦万一内部に水などが人った場合は、まず機器本体の電源スイ、ソチを切り、電源プラグを 
コンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使巧すると乂烫-感電の原因 
となりまず。 

♦ 万一機器の内部に異物が入った塌合は、まず磯器本体の電源スイッチを切り、 

電源プラグをコンセントか6抜いて販売店にご連絡<ださい。 

そのまま使用ずると乂炎-感電の原因となりまず。 

♦万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイ、ソ 
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて離売店にご連絡<ださい。そのまま使用 
ずると乂烫-感電の原因となります。 



A 


♦電源コードが傷んだ6 (お線の露化、断線など）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用ずると乂烫-感電の原因となります。 

•この磯器を設置する場合は、壁から lOcrnW 上の間隔をおいてください。また、 

放熱をよくするために、他の機器との間は少し離して置いてください。ラックなどに 
入れるときは、磯器の天面か 62 cmtLb 、 背面から 5 cm 以上のすきまをあけてくた’さい。 
内部に熱がこもり义烫の原因となります。 
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安全上のごま意 




(§) 

水場での巧苗禁止 


参風呂場では使用しないでください。义災-感電の原因となります。 


接触禁止 


• 雷が鳴り化したら、アンテナ線や電源プラグには触れないでください。 
感電の原因となりまず。 


A 


警告 




♦表示された電源電圧（交流100ボルト） W 外の電圧で使用しないでください。义烫■感電 
の原因となります。 

•この機器を使用できるのは日本国内のみでず。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いでください。义災の原因となります。 

♦この«器に水が人ったり、俯らさないようにごま意ください。义烫■感電の原因となり 
ます。雨天、降雪中、海岸、水辺での使巧は特にごま意ください。 

♦電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 

力□熱したりしないでください。コードが破損して、义烫■感電の原因となりまず。 

♦ 電源コードの上じ重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならないようにしてくだ 
さい。コードに傷がついて、义災■感電の原因となりまず。コードの上を敷物などで覆 
うことにより、ぞれに気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。 

♦ この機器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでください。义災の原因になりまず。 

♦ このセットは民生機器であって、業務機器としてのご使用はさけてください。 

♦この«器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの人った容器やルさな 
金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入った場合乂烫■感電の原因となり 
まず。 


♦乾電池は、充電しないでください。電地の破裂、液もれじより、义災、 

けがの原因となりまず。 

•この«器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 火炎 
の原因となりまず。この機器には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部な 
どに通風孔があけてあります。次のような使い方はしないでください。 

この«器をあお向けや横倒し、逆さまにする。この磯器を押し入れ、専用のラック W 外 
の本箱など風通しの悪い独い巧に押し化む。テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、 
布団の上に置いて使用ずる。 

♦ この«器の通風孔か6内部に金属類や燃えやずいものなどを差し化んだり、落し込んだ 
りしないでください。义烫■感電の原因となります。特におす様のいるご家庭ではごま 
意ください。 

♦この機器の AC アウトレットが供給できる電力は、後面パネルに表示されておりまず。接 
続する装置の消費電力の合計が表示されている W (容量）を超えないようにしてくださ 
し^。义炎の原因となります。電熱器具、ヘアドライ中 一、 電磁調理器などは接続しない 
でください。また、供給電力 fc (内であっても、電源を人れたときじ大電流の流れるネ幾器 
などは、接続しないでください。 



分巧禁止 


♦この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の 
高い部分があり、感電の原因となりまず。巧部の点检-整備-修理は販売店にご依頼< 
ださい。 

♦この磯器を改造しないでください。义烫-感電の原因となります。 


A 


Q 


♦ 調理台やぶ湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。义烫 ■ 
感電の原因となることがありまず。 

♦ ぐらついた台の上や傾いた巧など不を定な場所に置かないでください。落ちたり、 
倒れたりしてけがの原因となることがありまず。 

♦電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふ < が落けて、乂災■感電の 
原因となることがありまず。 

♦ 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場巧に放 
置しないで<ださい。キャビネットや部おに悪い影響を与え、乂烫の原因となることが 
あります。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。 火炎 -感電の原因となることがあり 
まず。 
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安全上のごま意 



Q 


♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがありまず。 

♦電源プラグをおくときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、 
义楽-感電の原因となることがありまず。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦ この«器の上にテレビやオーディオ磯器などを載せたまま移動しないでください。 
倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。 

♦この磯器に乗ったり、ぶ6下がったりしないでください。特におす様にはごま意くださ 
し、倒れたり、こわしたりして、けがの原因となることがありまず。 

♦指定と又外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用し 
ないでください。電池の破裂、液もれにより、义炙-けがや周囲を汚損する原因となる 
ことがありまず。 

•電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、 
保管しないでください。電池のプラス端す©とマイナス©端すの間がシヨートし、 
電池の破裂、液もれにより、乂烫、けがの原因となることがありまず。 

♦電池は、力□熱したり、分解したり、义や水の中に入れないでください。電池のお裂、 
液ちれにより、义災、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器の上に 10 kg と人 h の重いちのや外枠か6はみ化るような大きなちのを置かないで 
ください。バランスがくずれて倒れたり、楚下して、けがの原因となることがありまず。 

•長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、乂災の原因となる 
ことがありまず。 


A 


A 


♦テレビ、オーディオ磯器、ビデオ磯器、ゲーム機、スピーカー等の磯器を接続ずる場合 
は、各々の磯器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してください。 
又接続は指をのコードを使用してください。指を w 外のコードを使巧したリコードを延 
長したりすると発熱し、やけどの原因となることがあります。 

♦万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、ずぐに電源コンセントか5プラ 
グをあけるようじしてご使用ください。 

♦電池を機器巧に挿人ずる場合、極性表示プラス©とマイナス©の向きにま意し、表示通 
りに入れてください。間違えると電池の巧裂、液もれにより、 火炎 -けが节周囲を汚損 
ずる原因となることがあります。 

♦ ご不要(こなった電池を廃棄ずる場合は、各地の地方自治団体の指示(楽例)に従って処理してくだ 
さい。 

♦ 日年に一度く6いは磯器内部の掃除を販売店などにご相談ください。磯器の巧部にほこ 
りがたまったまま、長い間掃除をしないと义烫や故障の原因となることがあります。 
特に、湿気のをくなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。 

なお、掃除費用については販売店などじご相談ください。 

♦電源を入れる前には音量（ボリューム）を最ルにしてください。突然大きな音が化て、 
聴力障害などの原因となることがありまず。 

♦ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないようにご注意ください。耳を刺激 
ずるような大きな音量で長時間続けて闇<と、聴力に悪い影響を与えることがありまず。 


♦旅行などで長期間、この磯器をご使用じな6ないときは安全のためおず電源プラグを 
コンセントからおいてください。 

•移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか6抜き、 
アンテナ線、機器間の接続 コー ドなど外部の接続 コー ドを外してか6巧ってください。 
電ぉプラ P コン コー ドが傷つき、义癸-感電の原因となることがありまず。 

• お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントからおいて行ってください。感電の 
原因となることがありまず。 





♦長期間使用しないとき、電池を取り化しておいてください。電池か6液がもれて乂烫、 
けが、周囲を汚損ずる原因となることがありまず。もし液がもれた場合は、電池ケース 
についた液をよく拭き取ってか6新しい電池を入れてください。また、万一、もれた液 
が身体についたときは、水でよく洗い流してください。 
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2. ご使用の前に 
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■ 次のような場所には置かないように… 

セットを長くご使用いただくために、次のような場所には置か 
ないで < ださい。 

• 直射日光を受けたり、暖房器具などの発熱体がおい場所。 
•風通しが悪<、湿気やホコリのをい場所。 

• 振動や傾斜のある不安定な場所。 

• アルコール 類や スプレー まの殺虫剤など、引义性の物に近 
い場所。 

• 窓ぎわで、雨などのかかるおそれのある場所。 

• 天巧の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる場所。 

■ ご使用いただく電源電圧-周波数は 

• 電源電圧は、交流 100 V をご使用ください。 

• 電源周液数は、 SOHzJ ； せ域または日 OHz 地域で使用できます。 


■ 電源コードの取扱いはていねいに… 

• 電源コードはあずプラグを持っておいてください。コード 
を強<ひっぱったリ、おリ曲げたリしますとコードがいた 
み、感電や义災の原因になります。 

• 長時聞ご使用にな6ないときは、をずプラグをなく習慣を 
つけましょう。 

• 濡れた手で触れないでください。 

■水が入ったときは 

• セット内部に水が人りますと感電や故障の原因になります 
ので、水の入った容器などはセットの上に置かないで<だ 
さい。 

• もし水がセット巧部に入った場合は、ただちに電源コード 
をはずし、お買い求めの販売店、またはお近くの日本マラン 
ツ(株)営業所、またはサービスセンターにご連絡ください。 


■セット内部の修理は 

• 専門巧識を持った技術を W 外の方は、セット内部の修理を 
行わないようにしてください。 

• セツト内部の巧造はしないで<ださい。 

■ 異物が乂った場合は 

• 通風孔などか6セツト内部にヘアピンなどの異物が人りま 
すと、感電や故障の原因になります。 

• わし異物がセツト内部に入った場合は、ただちに電源コー 
ドをはずし、お買い求めの目反売店、またはおおくの日本マ 
ランツ（株)営業所、またはサービスセンターにご連絡くだ 
さい。 


■ 次のような場所には置かない 

本機をホホくご使用いただ < ために、次のような場所には置か 
ないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を発生する機器がおい所 
• 湿気のをい所や風通しの悪い所 
• ほこりのをい所 
• 振動のある所 

• ぐ6ついた台の上や傾斜のある不安定な所 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる所 
放熱のため、本機を下図の适りに壁や他の機器等か6離し 
て設置してください。 
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付属品の確認 

箱を開けた6下記の付属品が揃っていることをご使用の前にご 
確認 < ださい。 

• リモコン ( RC 4200 PM ) 


• 単=お乾電池2本 



• 取扱説明書（本書) 
• 保証書 


リモコンの使用について 

• 使用上のを意 

-リモコンの受光部に直射日光やインバーター壁光灯など 
の強い光を当てないでください。リモコンが操作できな 
い場合があります。 

•リモコンを操作すると、ホ外線で操作ずる他の機器を誤 
動作させることがありまずのでごを意< ださい。 

-リモコンとリモコン受信部の圍に障害物があると操作で 
きません。 

-リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが押し 
続け6れた状態になり、電池が消耗してしまうことがあ 
U ます。 


• リモコンの使用できる範囲 

リモコンじよる本体の操作可能節囲は下図のように本機の 
赤外線受光部から約 5 m 、 左ち60° 巧でず。 


アンプ 



• リモコンに乾電池を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコンに乾 
電油を入れてください。付属の乾電池はリモコンの動作確 
認用でず。 

り）裏ぶたをはずす 



(2) 電池のを正しく入れる 





^3.付属品について 


I 口 CM 口ちち i 己履口 S な0> 

Is ids 占 . 0.0 .就口ろら I 写 

Is ろ iQ ~〇占 .0 ろ10ら .Q " 写 
一ろ10 S —0 打，口り岂らろろ！ 


(3) カチッと音がするまでしめる 
















4. 本機の主な特長 


• ハイパワ ー70 WX 2(4 Q 、 ダイナミックパワ ー) 

スリムなボディーなが6> 大型電源部による八イ-パワー 
で音楽を躍動的に再生しまず。 

• 高音質設計 

信号経路の最短化や高音質パーツのキ采用、ゆとりのある電 
源回路など単品コンポーネントならではの高音質設計と 
なっています。 

• 録音セレクターを搭載 

テープデッキ、 CD - R / MD 圍でのダビングや、裏録音を巧 
能にずる録音セレクターを搭載していまず。（^13ぺージ） 

• レコードプレーヤーの接続が可能なフォノ入力 

1111 —y 

铜十 

フォノアンプを搭載していますので、レコードプレーヤー 
をそのまま接続して楽しむことができます。 ( MM カート 
リッジのみに対応しまず。）12ぺージ） 


• 2系統スピーカー出力端子搭載 

2組のスピーカーを鳴らし分けるのはもちろん、中.高域、 
ほ域用に化力端子が分かれたバイワイヤリング対応のス 
ピーカーにも簡単に接続できます。端子はオーディオ用の 
太めのコードも殖実に接続できるスクリューまを揉苗しま 
した。また、ワンタッチで簡単に接続できるバナナプラグ 
にも対応しています。（一9ぺージ） 

• 卜ーンコントロール機能 

ほ音域、高音域の強弱調整が可能なトーンコント□ール磯 
能を搭載していますので、システムにあわせてお巧みの音 
質に調整できまず。（一10ページ） 

• ラウドネス機能 

、音量再生時に音楽を聞き取りやすくするラウドネス機能 
を搭載していまず。（一10ぺージ） 

• ワイヤレスリモコン付属 

本機をはじめマランツの CD プレーヤーなどを操作可能な 
ワイヤレスリモコンを付属しています。 （^11 ぺージ） 
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〔5. 接続のしかた 


こま意 


接続するときは本機および接続するを機器の電源を必ず切ってから行なってください。 


CD プレーヤー 


MD またはテープデッキ 


スピーカー システム 


y \ 

f -^ 

|[ II 


〇 0 〇 0 

〇 〇 毎⑩ 

〇 



出力端子へ 
(LINE OUTPUT ) 

可変出力端子と 
固定出力端子が 
ある場合は、固 
ま:出力端子を使 
用してくださし 



レコー ドプ レーヤー 

フオノアンプ付属の レコー 
ドブレーヤーは AUX 端子に 
接続してください。詳しく 
は レコー ドプレーヤーの取 
巧説明書をお読み〈ださい。 




〇〇 〇 〇 


〇 0 〇 

C =1 UE 3 1 1 1 口曰已 

〇 ◎毎 




1 

〇 ◎ ◎ 


◎を ◎ 〇 〇 

© © 〇 @ 


チューナー 


CD レコーダー 


スピーカー システム 


■ス ピー カーシステムの接続 

化力端子には、プラス （© :赤色）とマイナス （© :黒色)の極性があり、スピーカーシステムにも極性（©と©)があります。 
接続ずる場合は，'必ず同じ極性（货と④，台と©)に接続してください。 


■ スピーカーコー ドの接続 

コードの端の 
被覆をむきとる。 

し 。 • 。 - U - 鸿 芯線をよじる0 

スピーカーコード 

反時計方向にまわ 
してゆるめます。 





コードを軸の右側 


に十々に深く差し 


込みます。 
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( e . 各部の名赖とはたらき 


■ 前面 



⑩⑩⑩ 

① 電源スイッチ ( POWER ) 

一を押すと電源が入り、わう一度押すと電源が切れまず。 
さ6に電源スイ、ソチが ON 状態(①電源表示インジケーター 
が点なしている 状態) の時リモコン 〔 RC 4200 PM (付属)〕を 
使って電源を人れたり切ったりできます。 

リモコンの MAIN POWER OFF ボタンほたは SOURCE 
POWER ボタン)を押して電源を切った場合、本機は待機状 
態(スタンバイ）となり、し>つでもリモコンか6の電源" ON " 
の命令を待っている状態になります。また、このスイッチ 
とリモコンの MAIN POWER OFF ボタンほたは SOURCE 
POWER ボタン）で、後面にある AC OUTLETS 
に WITCHED ) の電源を ON / OFF できます。 

スタンバイのときは①電源インジケーターと③スタンバ 
イインジケーターげ共に点なします。 

RC 4200 PM の説巧はリモコンのぺージ （ 1 1 ぺージ)を参照 
してください。 

初期状態のときはスタンバイ状態より動作します。イン 
プットセレクターを回して電源を人れてください。 

② インプット セレクター (INPUT SELECTOR ) 

録音や再生をするために、 PHONO 、 CD 、 TUNER 、 AUX / 
DVD , CD - R 、 MD / TAPE それぞれのプ□グラムソースを選 
択するスイ、ソチです。 

スタンバイ状態のときこのノブを回すと電源が人ります。 

( D スタンバイインジケーター 

待磯状態のときに点なします。 

④卜ーンデフイートスイッチ (TONE DEFEAT ) 

才ーディオ信号を卜ーンコント □ —ル回路に通さない場合 
にスイ、ソチを ON 册した状載にしまず。このとき I -―ン〕 
ント□-ル機能は働きません。 

⑥ミューティングインジケーター ( MUTING ) 

リモートコント□-ル送信機 ( RC 4200 PIVK 付属)）の MUTE 
ボタンを押すと点なします。わう一度押すと消なしまず。 

HK 薦 

このインジケーターが点灯していますと音が出なし、状態に 
なります。消なする時には今一度、ボリュームコントロー 
ルつまみの位置を確認してください。音量が大きい位置に 
なったままですと、接続しているスピーカーがダメージを 
受ける恐れがあります。 


⑩感 ® 

® ラウドネススイッチ ( LOUDNESS ) 

かさい音量のとき、低音および高音を強調することによ 
リ> 人园の耳の特性に合わせて音質を補正します。押した 
状態でラウドネスタカまを発揮しまず。 

⑦ボリュームコントロールつまみ ( VOLUME ) 

音量を調整します。つまみをち（〇)にまわすと音量が大き 
<なります。 

付属リモコンの UP (音量を上げる ）/ DOWN (音量を下げる） 
でちコント□ールできます。 

⑥バランスコントロールつまみ （ BALANCE ) 

LEFT (左)チャンネル、 R に HT (ち)チャンネルどち6か一方 
のチャンネルの音量を変える場合に使いまず。 

なお、バランスコント□ールつまみがどち6か片方いっぱ 
いにまわしき6れていまずと> 反対側のスピーカーか6は 
音がでませんのでごを意<ださい。 

( D スピーカー1/ 2スイッチ （ SPEAKERS 1/ 2) 

後面パネルの SPEAKER SYSTEMS 1、2端子を違択する 
スイ、ソチでず。スイ、ソチを2両方 ON (押した状態）にす 
ると、同時に両方のスピーカーシステムを使用ずることが 
できまず。ヘッドホンのみを使用ずるときは、スイ、ソチは 
1、2共に OFF (押していない状態）にしてください。 

⑩卜ーンコントロ ールつまみ （ BASS 、 TREBLE ) 

音質を調をするつまみで、を音域の強弱はそれぞれのつま 
みをまわすことによってコント□ールされます。 

を音域とわ時計回りで強調され、反時計回りで弱められ 
まず。 

TREBLE :高音域の音質を調整します。 

BASS :ほ音域の音質を調整します。 

⑩録音セレクタースイッチ （REC SELECTOR ) 

CD - R 、 MD / TAPE 聞でのテープダビングモードや、録音化 
力 （REC OUT ) 端子か6化力される信号を選びます。 

⑩ホか線受光窓(旧 SENSOR ) 

赤タト線リモートコント□ール信号を受ける窓です。リモー 
トコント □ -ルを信機 [ RC 4200 PM 咐属)〕を受光部に向け 
てを信してください。 

@へッドホンジャック （ PHONES ) 

このジャックは標準プラグのステレオへ、ソドホンを巧いま 
す。ミニプラグタイプのへ、ソドホンを使う時はアダプター 
(別売）を使用してください。 
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各部の名称とはたらき 



■ リモコン 


©電源のオン•オフ 


このリモコンはリモート受光部の付いているマランツ AV 機器 
とその他のリモートコント□—ルバスを持ったマランツ機器を 
接続することで同じようじコント□-ルすることができます。 
ボタンレイアウトは下図を参照してください。 

PM 4400本倘ま 

① 電源のオン-オフ 

② 人力信号の切り替え 

③ ボリュームアップ.ダウン 

④ ミュート 
のみを使巧します。 


か 


MAIN POWER 
ON 


SOURCE 
POWER AMP 

Q Q 


PHONO CD TUNER CD-R 


回 


OFF 

a 


AUX DVD TAPE MD 

010 ) 0 ) 0 ) 


1 2 3 _ 囚 F/P 

0 ) 0 ) 0 ) 0 ) 

_ 4 5 6 巧-/.- 

aaaa 

_ 7 _ 8 9 MODE 

Q 口 QO 

- _ 0 + MEMO 

因因 Qoo© 

SCROLL CANCEL TEXT TIME 
0 ) 0 ) 0 ) 0 ) 





嘴 


a . MAIN POWER ON ボタン 


PM 4400がスタンバイ状態のときオンになりまず。 


b . MAIN POWER OFF ボタン 


PM 4400が電源オン状態のときスタンバイになりまず。 


C . SOURCE POWER ボタン 


マランツの CD プレーヤー、チューナー、 CD - R などで電源 

スタンバイ機能があるモデルは、人力切り替えボタンに続 

けてこのボタンを押すと、電源オン/スタンバイの切り替 

えができます。 

TUNER ボタンを押した後このボタンを押ずと、チューナー 

の電源がオンになり、もう一度押すとスタンバイとなりま 

ず。 

AMP ボタンと続けてこのボタンを押ずと PM 4400の電源 

がオン/スタンバイ交互に切り替わります。 

( D 入力切り替えボタン 

PHONO ボタン このボタンを押ずと PHONO (アナ□グ 
レコード）入力が違択されます。 

CD ボタン このボタンを押ずと CD の人力が選択さ 

れます。 

TUNER ボタン このボタンを押すとチューナーの入力が 
違がされまず。 

CD - R ボタン このボタンを押ずと CD - R の人力が選択 

されまず。 

AUX ボタン このボタンを押すと AUX/DVD (その他 

の機器）の入力が達がされます。 

DVD ボタン このボタンを押すと AUX / DVD の人力が 

違がされます。 

TAPE ボタン このボタンを押すと MD/T APE の人力が 

達択されます。 

MD ボタン このボタンを押すと MD / TAPE の人力が 

違がされまず。 

ミま） MD とテープ、および DVD と AUX の入力端子は同じでず。 
マランツの MD 、 テープデッキ、 DVD を RC 4200 PM で操 
作するときのコードが違うため、ボタンが別れています。 


③ ボリュームアップ.ダウンボタン 

UP ボタン （▲) 音量が大きくなりまず。 

DOWN ボタン （▼) 音量がルさくなりまず。 

④ ミュートボタン 

このボタンを押ずと一時的に音を消すことができまず。再 
度押すと復帰しまず。 

ミュート.オン時、ボリュームをアップ.ダウンずると 
ミュートは解除します。 

その他のボタン 

これ6のボタンでマランツのチューナー、 CD , デッキ等を 
操作することができます。 

詳しい内容はを々の取キ及説明書に記載されている該当する 
ボタンの項をご覧<ださい。 
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〔7. 基本的な使いかた 


INPUT SELECTOR VOLUME つまみ 



■ レコードを再生する 

1 INPUT SELECTOR ® で PHONO にします。 

2レコードプレーヤーを操作しまず。 

3 VOLUME コント日ールつまみ⑥で音量を調整しまず。 

4 TONE CONTROL つまみ©で音質を調整しまず。 


巨ま意I 


• レコードプレーヤーの力ートリッジを交換するときや、レ 
コード盤に針をのせるときは、ボリュームをしぼったが態 
で行ってください。 

• レコード再生中は、レコードプレーヤーに振動を与えない 
でください。振動で針がとび‘‘音とび"やレコード盤に‘‘キ 
ズ"をつける原因となります。 

•レコー ドプ レー ヤーをスピーカーシステムの近くに設置し 
ますと、ハウリング（ブーンという振動音）を起こし、音量 
を大きくできな'い場合があります。 

• レコー ド盤に針をのせたまま電源を切らないでくださし、。 


■ FM/AM 放送の聞きかた 

1 INPUT SELECTOR ® で TUNER にします。 

2チューナーを操作し、放送を受信しまず。 

3 VOOOLUME コント□-ルつまみ⑥で音量を調整します。 

4 TONE CONTROL つまみ©で音質を調整します。 

■CD プレーヤーを再生する 

1 INPUT SELECTOR ® で CD にしまず。 

2 CD プレーヤーを操作しまず。 

3 VOLUME コント□—ルつまみ®で音量を調整します。 

4 TONE CONTROL つまみ©で音質を調整します。 

■ AUX/DVD に接続した機器の聞きかた 

1 INPUT SELECTOR ® で AUX/DVDI こします。 

2 AUX/DVD に接続した機器を操作しまず。 

3 VOLUME コント□ールつまみ⑥で音量を調整します。 

4 TONE CONTROL つまみ©で音質を調整します。 
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〔8. アープアツす等を使う時 


INPUT SELECTOR VOLUME つまみ 



■ CD-R. MD/TAPE 再生 

1 INPUT SELECTOR ® で CD-R または MD/TAPE にしてく 
ださい。 

インジケーターが点灯します。 

2 CD - R あるいは MD 、 テープデッキを操作し、録音済みメディ 
アを再生します。 

3 VOLUME コント日ールつまみ⑨で音量を調整します。 

4 TONE CONTROL つまみ©で音質を調整します。 

■ GD-R' MD/TAPE 録音 

レコードプレーヤーやチューナー、および CD プレーヤーなど 
のプ□グラム ソースを テープに録音するには、次のように巧つ 
てください。 

1 REC SELECTOR スイッチ⑩の、録音しようとするプ□グ 
ラムソースを逞びまず。 

2 プ□グラムソースを演奏しまず。 

3 CD - R あるいは MD / テープデッキを操作してテープまたは 
ディスクに録音しまず。 


■ 録音セレクター (REC SELECTOR) スイッチの使 
用について 

REC SELECTOR スイッチ⑩は、カセットテープを別のメディ 

アへコピーするときや， CD を CD - R に録音ずる場合などに使 

用しまず。 

この スイ、 ソチは TUNER の ソースをスピーカーで 聞きながら， 

CD を CD - R にコピーずる等の裏録音をする時にも使うことが 

できまず。 

1 スイ、ソチが OFF の位置では、信号は REC OUT 端子には化 
力されません。信号をテープに録音するとが卜は 、 REC OUT 
端子に信号を化力ずるあ要はありません。 

スイッチを OFF の位置にセットずると，本機内部の信号経 
路が短くなり、ク□ス I -ーク（信号の漏れ）などを少なくす 
ることができます。 

2 SOURCE の位置では 、 INPUT SELECTOR ® で達がした信 
号を CD - R 、 MD / テープに録音できます。 

3 COPY の位置では、 CD - R の信号を MD / テープへコピー 、ま 
たは MD / テープの 信号を CD - R へ コピー ができます。 

4 PHONO の位置では 、 PHONO (レコード）の信号を CD - R 、 
MD/TAPE OUT に化力します。 

5 CD の位置では、 CD の信号を CD - R 、 MD/TAPE OUT に化 
力します。 

6 TUNER の位置では、 TUNER の信号を CD - R 、 MD/TAPE 
OUT に化力しまず。 

7 AUX の位置では、 AUX の信号を CD - R 、 MD/TAPE OUT に 
出!力しまず。 
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〔9. 仕様.外観寸法図 ) 


^10. 著作権について 


■仕様 

ま:格出力に0 Hz 〜20 kHz 両か同時駆動） .30WX2 (8Q 負荷） 

40 WX2 (目 Q 負荷） 
50 WX2 (4Q 負荷） 

ダイナミック ハ。 ワー .50WX2 (8Q 負荷） 

60 WX2 (目 Q 負荷） 
70 WX2 (4Q 負荷） 

全高調波ま率 (20 Hz 〜20 kHz、8Q 負荷） .0.03 % 

混変調歪率 (SMPTE) ... 0.015 % 

出力帯: t 或幅 (8Q 負荷、 0.03 %) . 10 Hz 〜50 kHz 

周ミ皮数特性 (CD、 卜ーンデフィート） . 10 Hz -100 kHz tZ 

ダンピングファクター(8 Q 負荷、20 Hz 〜10 kHz) . 60 

入力感度/入カインピーダンス 

PHONO(MM) . 2.5 mV/47 kO 

HIGH LEVEL...150 mV/20 kO 


PHONO 最大許容入力 （1kHz) 

(MM). 

RIAA 偏差 （20 Hz). 

(40 Hz 〜 20 kHz) 

S/N 比 (A - ウェイト補正） 

PHONO(MM )..... … 

HIGH LEVEL.. 

電源部 

電源電圧 .AC100V、 50 Hz/60 Hz 

消費電力 . 100 W 

キャビネット-その他 

最大外形寸法(幅X高さX奧巧き） .440X116X343 mm 

質量 .6.0 kg 


170 mV 
... -3dB 
±0-3 dB 

... 86 dB 
... 96 dB 


• 放、送や、 レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、 
カセット、 CD など）、音楽作品は音楽の歌詞、楽®などと 
同じく著作権法 I こより保護されていまず。 

• したがって、それから録音したテープを売ったり、譲った 
り、配ったり、貨したりする場合、および営利（店の目 GM 
など）のために使用ずる場合には、著作権法上、権利者の 
承諾が必要です。 

• 使巧条件は場合によって異なりまずので、詳しい内容や申 
請その他の手続きについては「日本音楽著作権協会」 
( JASRAC ) の本部または最寄りの支部にお問い合わせくだ 
さい。 


^11. お手■入れ 



セットが汚れたときは、やわ5かい巧でか6ぶきしてくださ 
い。巧れがひどいときは食器用洗剤を5〜日倍にうすめ、やわ 
らかい巧に覆し、固く絞って汚れをふきとったあと、乾いた布 
でか6ぶきしてください。 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性のものが 
付着すると、光がが失われることがありますか6絶対にご使用 
にな5ないで < ださい。 

また、化学ぞラきんでこすったり、長時聞接触させたままにし 
ておきまずと、変質したりすることがありますのでごを意くだ 
さい。 


本機の規格およびか観は巧をのため予告なくをちすることがあります 
が、ご了をください。 


■外観寸法図（単位 mm) 


巧 


RflRH 

の 



山 J 

\1 \ 



3 


440 



0® 〇 ©©©〇〇 © 


〔12.ステレオ音のエチケット） 


楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所へ 
の配慮（おもいやり）を十分じいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大き< わかさ < もなり 
ます。特に静かな夜間にはかさな音でも通りやすいものです。 
夜聞の音楽鑑賞には特に気を函りましょう。窓を閉めたり、 
へ、ソドホンをご巧用になるのも一つのちまです。お互いにむを 
配り、快い生活環境を守りましょラ。 



14 






















































13. 故障とお考えになる 


14. 保証* アフター サー 

、 前に 


ビスについて , 


故障かな？と思われました6ちょっとチェックしてみてくだ 
さし、。 

意外な操作ミスで故障と思われることがあります。 

下記の項目をチェックしても正常に動作しない場合は、お買い 
上げになった販売店、お近<の日本マランツ(株)各営業所、ま 
たは製社サービスセンターにご柜談ください。 


「アンプが動をせす—インクろ■-夕一が点なしない I 

1. 電源プラグが正しく AC コンセントに差し込まれているかお 
認してください。 


「インブケーターは点灯するがアンプが動作しない1 

1. インプットセレクタースイッチ (INPUT SELECTOR ) を圈違 
えていないか、ボリュームコント□ールつまみ ( VOLUME ) 
位置が MIN になっていないか、ミュート （ MUTE ) が ON に 
なっていないかなどをチェックしてください。 

2 .電源スタンバイ状態になっていないかチェックしてくだ 
さい。 

長い園ご使用にな6ないとバックアツプが解除されます。 
セレクターノブを回してみてください。 


1. この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は r 販売店' お買い上げ日」をご痛認の上、販売店か 
らお受けとりいただき、よくお読みの上、大切に保をしてく 
ださい。 

2. 保証期園はお買い上げ日より1年聞です。 

正常なご使用状態で、この期商巧に万一故障の節は、お買い 
上げ販売店、または弊社営業所で保証書記載事項じ基づき 
「無料修理」いたします。 

3. 保証期圍経過後の修 S 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修巧いたします。 

4. 当社はこの製品のネ甫修用性能部品を製造巧切後最低8年闇 
保有しています。 

5. 補修用部品の詳細'ご贈答'ご転居等アフターサービスにつ 
いての 不0月な点は、お買い上げ販売店または取あ説明書の 
裏面に記載の弊社営業所にご遠慮なくご相談< ださい。 

6. 修理を化頼される際には、お手数でずが电う一度 r 巧障とお 
考えになる前に」をご参照の上よくお調べください。それで 
も直らないときには、あず電源プラグをホいてから、修理を 
依頼してください。 


[-ちのスピーカーからしかきが聞こえない I 


1. バランスコント□-ルつまみ ( BALANCE ) の位置をチエツ 
クしてください。 

2. セツトの電源を切り、左ちチヤンネルのスピーカーコード 
を入れ換えてみてください。それでも同じスピーカーか6 
音が化ないときは接続コード、あるいはスピーカーの不良 
です。 


[ レコードプレーヤーのハムが大きい] 


1. フォノプラグと端子が正しく殖実に接続されているか 
チェックしてください。 

2. レコードプレーヤーのアース綜をセット後面にある GND 端 
子に接続してみてください。すでに接続されている場合は、 
はずしてみてください。 

3. フォノカートリ，ソジがトーンアームにしっかり接続されて 
いるかチェックしてください。 

4. レコードプレーヤーの電源コードプラグを逆にして、コン 
セントに差し込んで < ださい。 


ご連絡いただきたい内容 


1 )□□ も 

2) 品番 

3) お買上げ日 

4) 巧障の状況 

5) ご住戸斤 

6) おを前 

7) 電話番号 


プリメインアンプ 
PM 4400 

年月日 
(できるだけ具体的に） 

(付をの目印等ち併せてお巧らせ < ださしリ 
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日本マランツ お客様ご旧談 センター 


干1 13-0034 東京都文京区湯島 3-16-1 1 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 ： 30 - 12 ： 0013 ： 00 - 17 ： 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


I'- 

〇修理に関しましては下記サービスセンター、又は別紙営業所一覧の各営業所で承っております。 

首都圏サービスセンター〒228-8日0日神奈川県相模原市相模大野 7-3 日-1 巧 (042) 748-0762 
大阪サービスセンター 〒日 64-00 日3大阪府吹田市江の木町 2-31 巧 （06) 6337-6699 

I_ 


日本 マランツ 株式会社 

本社 〒 228-8505 神奈川県ホ目模原市巧模大1?7-35-1 

国内営業部〒 113-0034 東京都义京区湯島 3-16-11 


当社の最新情報をインターネツト上でご覧下さ t 、。 

http://www.marantz.co.jp 


Printed in China 
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